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短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
十
九
条
の
改
正
規
定
及
び
第
十
六
条
第
一
項
の
次
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
、
第
十
一
条
第
一
項
」
を
削
る
。 

 

第
十
三
条
に
第
一
項
と
し
て
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

第
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

事
業
主
は
、
短
時
間
労
働
者
が
前
項
の
説
明
を
求
め
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
短
時
間
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の

他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

第
十
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
十
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
」
を
削
り
、
同
項
を
第
十
一
条
と
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
改
正
規
定
中
「
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十

二
条
」
」
を
「
「
通
常
の
労
働
者
と
同
視
す
べ
き
短
時
間
労
働
者
」
を
「
職
務
内
容
同
一
短
時
間
労
働
者
」
に
、
「
次
条
第
二

項
及
び
第
十
一
条
」
を
「
次
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
」
」
に
、
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
（
通
勤
手
当
、
退
職
手
当
そ

の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
、
「
と
す
る
」
を
「
と
し
、
同
条
の
次
に
次



 

  
 

二

の
一
条
を
加
え
る
」
に
改
め
、
第
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

（
休
暇
） 

第
十
条
の
二 
事
業
主
は
、
通
常
の
労
働
者
に
対
し
て
与
え
る
休
暇
で
あ
っ
て
、
葬
儀
そ
の
他
特
別
な
事
情
に
配
慮
し
て
与
え

ら
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
雇
用
す
る
短
時
間
労
働
者
に
対
し
て
も
、
こ
れ
を

与
え
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
改
正
規
定
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第

八
条
の
見
出
し
中
「
通
常
の
労
働
者
と
同
視
す
べ
き
短
時
間
労
働
者
」
を
「
職
務
内
容
同
一
短
時
間
労
働
者
」
に
改
め
、
同
条

第
一
項
」
に
、
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
次
条
」
に
、
「
「
、
当
該
事
業
主
と
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
て

い
る
も
の
の
う
ち
」
を
削
り
、
「
も
の
（
以
下
」
を
「
も
の
（
次
条
及
び
同
項
に
お
い
て
」
に
改
め
」
を
「
「
で
あ
っ
て
、
当

該
事
業
主
と
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
慣
行
そ
の
他
の
事
情
か

ら
み
て
、
当
該
事
業
主
と
の
雇
用
関
係
が
終
了
す
る
ま
で
の
全
期
間
に
お
い
て
、
そ
の
職
務
の
内
容
及
び
配
置
が
当
該
通
常
の

労
働
者
の
職
務
の
内
容
及
び
配
置
の
変
更
の
範
囲
と
同
一
の
範
囲
で
変
更
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
（
以
下
「
通
常
の
労
働

者
と
同
視
す
べ
き
短
時
間
労
働
者
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
決
定
」
の
下
に
「
、
休
暇
の
付
与
」
を
加
え
」
に
改
め
る
。 



  
 

三

 
附
則
第
二
条
中
「
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
」
の
下
に
「
（
附
則
第
五
条
に
お
い
て
「
新
法
」

と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

附
則
第
五
条
中
「
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
新
法
」
に
改

め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か
に
、
新
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
あ
っ
て
新
法
第

二
条
に
規
定
す
る
短
時
間
労
働
者
に
相
当
す
る
も
の
の
待
遇
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 


